
 

 （１） 教師海外研修の目的 

開発教育・国際理解教育に取り組む教師が、実際に開発途上国を訪問することにより、その現状や国際協力の現場、

開発途上国と日本との関係に対する理解を深め、帰国後は、訪問によって得た気づきや素材を教材にして学校現場で

の授業実践を行い、次代を担う児童・生徒の育成に役立てて頂くことを目的としています。また、研修終了後も、開

発教育・国際理解教育の中核的指導者として活躍いただくことを期待しています。 

 

 

 

 

 

 （２） 研修の日程および内容 （ 諸事情により、変更になる場合があります。予めご了承ください。） 

   
※１： 上記「事前研修」実施前に全国合同オンライン事前研修を予定しています。詳細は選考終了後にご案内します。 

※２： 事後研修②と実践報告フォーラムは、開発教育指導者研修（実践編）受講者と共同で行います。 
 

（３） 研修の場所 （国内） 

      JICA 中部 なごや地球ひろば２階セミナールーム 

      https://www.jica.go.jp/domestic/nagoya-hiroba/information/access/ 
 

（４） 研修のファシリテーター 

     （特活）NIED・国際理解教育センター  
    http://nied.love-hug.net/

  

 
 

 

回 日時 内容（予定） 

事前研修※１ 
7 月5 日（土）13：00～17：00 
7 月 6 日（日）10：00～15：00 

• 本研修の概要､派遣国・訪問先の説明 
• 海外渡航手続き、健康・安全管理等の留意事項の説明 
• 研修目標の共有、情報収集・交流の準備、役割分担 

出発前説明会 7 月27 日（日）13：00～17：00 • JICA 安全講習、現地情報・準備事項の最終確認 

ネパール 
現地研修 

7 月28 日（月）～8 月9 日（土） 
（本邦発着13 日間／現地11 日間） 

• 開発途上国の現場体験、教材の素材収集 
• 気づきの共有、受講者同士の学び合い 

事後研修 ① 
9 月6 日（土）13：00～17：00 
9 月 7 日（日）10：00～15：00  

• 現地研修の気づきや素材の教材化 
• 上記教材を使った学習者主体の授業案の作成 

９月～１月：各自、学校の授業などで実践！  
11 月15 日（土）、1 月17 日（土）：教師海外研修報告の準備、実践のフォローアップ等 

事後研修 ②※２ 2 月21 日（土）10：00～18：00 • 実践の内容、成果と課題の共有 
• フォーラムでの報告の準備 

実践報告 
フォーラム※２ 2 月22 日（日）10：00～17：30 

• 海外研修報告、各実践の報告（ポスターセッション） 
• 有志チームによる開発教育体験ワークショップ 
• 実践者つながり交流会 

研修の概要
 

※ 過去の教師海外研修の内容は、下記JICA 中部のウェブサイトを参照。 

⇒ https://www.jica.go.jp/chubu/enterprise/kaihatsu/kaigaikenshu/ 

「JICA中部 教師海外研修」で検索 JICA中部 教師海外研修 検 索 
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７月 事前研修・出発前説明会 
チームメンバー同士知り合い、ネパール訪問先

で十分に学び、その結果を教材につなげるため

の準備を、参加型学習で行います。また海外渡

航の準備を行います。 

７～８月 ネパール現地研修 
首都カトマンズ周辺で、①ネパールに肯定的に出会う、

②ネパールと日本のつながりに気づく、③ネパールの

課題を知り共に越える、という観点から各所を訪問。 

９月 事後研修 ① 
現地で得た気づきや素材をもとに教材を作り、

授業案を仲間と考え、研修成果を十分に活かせ

る授業実践へ。 

９～１月 授業実践 
世界の人々が共にいきるために、児童・生徒が、何を

知り、どう行動するようになるとよいか、海外での経

験と国内での研修の成果をいかんなく発揮します。 

２月 事後研修 ② ＋ 実践報告フォーラム 

「現地で何を学び、どう授業に生かしたか」を他の研修

受講者や一般の方に伝え、次へのつながりを作ります。 

＜主な訪問先の予定＞ 

□ 学校２カ所程度（都市部、農村部） 

□ 日本語学校（海外就労希望ネパール人向け） 

□ ホームステイ（カトマンズ郊外の山村） 

□ JICA 海外協力隊任地 
□ 現地NGO 活動地（防災､児童労働､農業など） 

□ フェアトレード製品工房 

□ アサン地区・タメル地区（教材収集） 

□ 世界遺産の寺院 

□ JICA ネパール事務所   

▲ 過年度受講者 
による編集動画 



選択番号 審査会場 日程 時間帯 

1 JICA 中部 5 月23 日（金） 17：00－20：00 

2 JICA 中部 5 月24 日（土） 10：00－17：00 

3 JICA 中部 5 月25 日（日） 10：00－17：00 

4 JICA 中部 5 月28 日（水） 17：00－20：00 

 

  
 
 （１） 応募資格  次の要件をすべて満たす方に応募資格があります。 

① 応募および研修受講時点で愛知県、岐阜県、三重県、静岡県の国公立、私立の小学校、中学校、義務教育学校、高

等学校、中等教育学校、特別支援学校、高等専門学校の教員（児童・生徒に開発教育・国際理解教育を継続的に実

践できる立場にある教員）で、所属する学校の校長の推薦があること。 

② JICA が実施している教師海外研修、JICA 海外協力隊、専門家、国際協力レポーター（ODA 民間モニター）等 JICA
から海外に派遣された経験がないこと。 
 

 （２） 参加条件  次の条件をすべて満たす方に参加資格があります。 
① 教師海外研修の趣旨を十分理解し、同研修の実施および JICA が実施する開発教育支援事業に協力できること。 

② 2025 年度中に授業やクラブ活動で､教師海外研修の経験を活かした開発教育・国際理解教育を実践できること。 

③ 国内で実施される研修・説明会および現地研修の全行程に参加可能であること。 

④ 派遣国の事情（道路状況や衛生環境等）を勘案した上で、全研修行程に参加するに耐えうる健康状態であること。 

⑤ 帰国後、所属長の承認を得たうえで、1) 現地研修に関する報告書を提出すること、2) 所属校における授業実践内

容についての実践報告書を提出すること、3）実践報告フォーラムで実践内容を発表すること、4) これら提出物を

報告書冊子や JICA ウェブサイトなどで学校名、氏名とともに一般公開されることに同意すること。 

⑥ 本研修に関わる連絡・情報共有のため、E メールでの連絡が可能な方。 
 

 （３） 募集人数  ８名程度 ※応募書類および面接に基づき選考を行います。 
 

 （４） 応募方法・応募締切・選考結果通知   

① 必要事項をすべて記入した所定の申込書と、別途設問①～④の回答をＡ４版２ページ以内にまとめた文書を同封の

うえ、事務局（NIED･国際理解教育センター）に、郵送または持参で提出してください。 

② 応募締切は、5 月18 日（日）必着です。E メールにて応募書類を受付した旨通知します。 

③ 書類審査および面接審査を行い、6 月 6 日（金）までに選考結果を通知いたします。選考結果の通知がない場合は

事務局へお問合せください。 
 

 （５） 面接審査   
① 書類審査を通過した方に対して、右表

のとおり面接審査を実施します。第 1
および第 2 希望の日程を選び、申込書

に選択番号と日程、所定の時間帯の中

で希望する時間帯を記入してください

（どの時間帯でも差し支えなければ時

間帯の記入は不要です）。 

② ご希望を踏まえ、面接日時を JICA 中部

が決定いたします（面接時間は20 分程度を予定）。5 月20 日（火）までに、事務局よりE メールまたは電話にて通

知しますので、申込書に記載のあるE メールおよび電話での受信確認をしてください。 
 

 （６） その他注意事項 

① 年休・研修（職専免）等、研修中の扱いは所属先の判断によりますので、ご自身でご確認ください。 

② 本研修では、JICA における労災保険等の適用はありません。所属先の業務出張扱いで参加される場合は、各所属先

の責任において、参加期間中の公務上災害に対する補償措置を行ってください。 

③ JICA は出張命令依頼書等の発出は行いません。 

④ 現地の治安状況等により、現地研修の期間を変更したり、中止となることがあります。予めご了承ください。 

⑤ 研修の対象者として決定された場合においても、他の参加者に迷惑をかける方、決められた活動（研修・フォーラ

ムへの参加、報告書提出など）に参加する意思がないと判断される方については、国内研修中、海外研修中を問わ

ず、研修対象者としての資格を失います。研修対象者として資格を失った場合、海外研修中にあっては、速やかに

日本に帰国させ､帰国に係る旅費､滞在費､キャンセル料など全額当該者本人が負担することになります。 

募集要項  
 



⑥ 過年度の『開発教育指導者研修（実践編）』受講者および2025 年度「実践編」応募者を優先し、選考します。 

「実践編」を併せて受講することで、学習者主体の授業実践力が高まり、教師海外研修の経験をより活かすことが

できます。「実践編」の内容は以下サイトでご確認ください。申込書当該欄に「希望する」をチェックすれば申し

込みとなります。 ※「実践編」…https://www.jica.go.jp/chubu/enterprise/kaihatsu/shidousha/  

⑦ 面接にかかる旅費および申込書の送料は自己負担となります。またご提出いただいた申込書（写真を含む）は返却

しませんので、予めご了承ください。 

⑧ 申込書に虚偽の記載内容が含まれている場合は、選考後でも参加資格が取り消しになることがあります。 
  

 （７） 参加費用  参加者の個人負担と JICA の負担は下表のとおりです。 
 

区分 個人負担経費 JICA 負担経費 

国内での研修 
や準備活動 

・面接にかかる交通費 

・飲食費 

・パスポート取得にかかる費用 

・予防接種料 

・その他個人的性格の費用 

・当該研修にかかる宿泊費（該当者のみ）※３ 

・当該研修にかかる交通費 
  自宅最寄り駅・バス停から会場最寄り駅 

までのJICA 規定で算出した往復交通費 

・空港までの交通費  ・空港使用税 

・査証取得料 

海外研修 

・現地での食費 ※１   

・現地での宿泊費 ※１、※２ 

・追加保険の加入費用 

・その他個人的性格の費用 

・往復航空券代 ※２ 

・海外旅行保険費（JICA 規定分） 

・現地視察に必要な費用（車両傭上、通訳） 

・海外での空港使用税・出国税 
 

※１：現地での食費と宿泊費（10 日間程度分）は合わせて10 万円程度を目安とお考えください。 

※２：現地での宿泊施設および往復航空便については安全面等を考慮しJICA で手配決定することを予めご了承ください。 

※３：JICA 規定に基づき宿泊の可否を決定します。 
   

 （８） 報告書の提出（必須）  本研修では、次の報告書を提出していただきます。 

① 海外研修報告書 提出日：2025 年8 月23 日 (土)  

② 実践報告書  提出日：2026 年2 月11 日 (水・祝)  
     

 

 

申込書は JICA ウェブサイトhttp://www.jica.go.jp/chubu/enterprise/kaihatsu/kaigaikenshu/ からダウンロード可。 
 

  
 

★特定非営利活動法人 ＮＩＥＤ・国際理解教育センター JICA 研修係 （担当：川合） 

〒460-0004 愛知県名古屋市中区新栄町二丁目3 番地 YWCA ビル7 階 

E-mail：nied@love-hug.net（問い合わせはE メールでお願いします）  

TEL：070-5333-5566    FAX：052-766-6440 

 
※【個人情報の取扱いについて】応募時にいただいた個人情報は、本研修に係る手続き等のほか、JICA の研修やイベ

ントの情報提供のみに使わせていただきます。いただいた個人情報は、JICA の内部規程(個人情報保護に関する実

施細則)に基づき、適切に管理いたします。 
 
 
 
 
 

 独立行政法人国際協力機構 中部センター(JICA 中部） 市民参加協力課 開発教育支援事業担当 

        TEL：052-533-0120（課直通）  E-mail：cbictpp@jica.go.jp     

応募・問合せ先 
 

ニード 
［教師海外研修 事務局］ 

申込書は必ず事務局（下記住所）へお送りください。 

その他ＪＩＣＡ開発教育・国際理解教育支援関連 問合せ先 
 



 

          

           

  
 

 

 

 

 

開発途上国の国際協力や学校、家庭などの現場を訪問し、現地の人・協力する

日本人・子ども達などと交流や意見交換ができます！ 

 
チームで共有や収集した現地での気づきや情報を教材化し､授業に活かせます！ 

チーム活動を通して、共に学び合う一生の仲間づくりができます。 

※学び合いやチームビルディングを支援するファシリテーターが同行します。 

 アクティブ・ラーニング（主体的・対話的で深い学び）にもつながる参加型の 

開発教育・国際理解教育のプログラムづくりを学べます。 

※同時開催の「JICA中部開発教育指導者研修（実践編）」を受講するとさらに効果があります。 

 

１ 

３ 

２ 

「ネパール式のおもてなしに感激！」  ホームステイ先に車で到
着してすぐ、音楽や踊り、花飾りなどで盛大な歓迎を受け
た。ネパールの人々の真心がこもったおもてなしに心が温
まるとともに、「ネパール大好き！」という思いが芽生え
た瞬間。                        ［30代・小学校教員］ 

「給食おいしい！ハイ、チーズ！」 地方の学校での一コマ。日本
と同じく給食が出る。パンとおかずだけといったシンプルの
ものだったが子どもたちは笑顔で食べていた。その笑顔は日
本の子どもたちと同じであり、思わぬところで日本とネパー
ルの共通点を感じた。［30代・小学校教員］ 

昨年度受講者の声 

笑顔と「あなたと出会えてうれ
しい」という気持ちを前面に出
して関わったら、たくさんの
人々が私のそばに来て、優しい
笑顔で私の拙い英語を一生懸命
理解しようとしてくれた。 

［20代・小学校教員］ 

書籍で知り得ること以上の今の
状態や生の声を知ることができ
た。「世界をつなぐ」「肯定的
に出会う」場を授業の中でつく
ることへの責任感が増した。子
どもたちと共に考え続けていき
たい。［40代・小学校教員］ 

海外研修では自分が想像していた
以上の教材を収集してくることが
できた。教科書などの文字資料の
さらにその奥にある人々の「想
い」や「願い」を実際に感じて、
教材化することにとても意義を感
じた。［20代・中学校教員］ 

 

教育と社会のつながり：防災教育
や児童労働問題など、教育が社会
課題と密接に結びついていること
を学び、日本の教育現場でも「学
びを社会と結びつける視点」を大
切にしたいと感じた。  

［40代・高等学校教員］ 

日本との違いに毎日心がワクワク
した。自分と異なる人を受け入れ
ることに難しさを感じている生徒
たちに、「異文化＝怖いではな
く、異文化と出会うことはとても
楽しいことだ」と伝えたいと感じ
た。 ［30代・中学校教員］ 

現地では、子どもに「将来の
夢」、大人に「今後の展望」を
尋ねた。その思いは、先進国で
ある日本と基本的に変わらなか
った。同じ地球市民として、感
じていることは同じだった！  

 ［30代・小学校教員］ 

教師海外研修の３つのウリ！ 


